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０．メディアを組織化して利用者に提供する仕組みとしての「図書館」

　図書館を4つの視点から理解する。4つの視点を，機能・要素，具体例から説明する
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１．レファレンス資料の構造的把握

１－１．『レファレンス資料の解題』

　情報化社会においては，図書館員だけでなく我々自身も情報リテラシー（情報を使う力）を磨き，知識創造のツールを使いこなすことが必要になる。図書館では，伝統的な紙媒体の参考図書，電子媒体の二次資料，及び，インターネット上の情報資源を，様々な状況に応じて利用者に「提供」している。講義では，この３種類のレファレンス資料について構造的に解説し，代表的なレファレンス資料を解題する。講義では，レファレンス資料だけでなく，情報流通，情報媒体，情報検索，情報活用能力，電子メール，SNSなどについても解説したい。

１－２．レファレンス資料の定義

　「レファレンス資料」は「調べるための本」である。以下の特徴を持つ。

	内容：
	情報あるいはデータをコンパクトに収録している。

	形式：
	参照しやすいように一定の配列方式にしたがって編集している。

検索しやすいように何種類かの索引を持つ。

	構成：
	一般に，凡例＋本体＋索引で構成される。

	形態：
	冊子形，CD-ROM，オンライン・データベース，インターネットがある。

電子媒体はアクセスポイントが豊富である。


１－３．レファレンス資料の種類

　レファレンス資料に収められている情報の性質，情報の分量・数量，情報を収めている媒体によって，レファレンス資料を様々な角度からとらえることができる。

1)情報の性質

	　事実解説的トゥール
	　求める情報そのものを調べる。

	
	　辞書
	　言葉の意味

	
	　事典


	　事柄の解説

　　百科事典：総合百科事典，主題百科事典，地域百科事典
　　専門事典：専門主題事典，専門語辞典，作品用語事典，専門用語事典

	
	　便覧
	　特定分野の事項を体系的に解説

	
	　図鑑
	　特定分野の事項を図や挿絵で図解して解説

	
	　年表
	　関連事項を年代順に並べて解説

	
	　年鑑
	　特定分野を統計，資料，図解により１年間の推移を概観

	
	　地図帳
	　各種の地図

	　案内指示的トゥール
	　求めている情報を記録している図書や雑誌にはどんなものがあって，

　その情報がどこに記載・所蔵されているのかを調べる。

	
	　書誌
	　文献資料の書誌データのリスト

	
	　目録
	　文献資料の書誌データと所蔵データのリスト

	
	　索引
	　図書・雑誌・新聞に含まれている資料や情報の書誌データのリスト

	
	
	　一冊の図書の巻末にある索引，雑誌記事索引

	
	　抄録
	　主に雑誌論文の書誌データと内容のリスト

	　レファレンス資料のガイドブック，書誌の書誌
　　　　　　　　　　　 　レファレンス資料の解説，リスト


2)情報の量

· 辞書の項目～事典の項目(小項目・中項目・大項目)～新聞の記事～雑誌の論文～一冊の図書

· 包括～特定

3)情報の媒体と信頼性

· 紙～CD-ROM～データベース(DB)～インターネット～放送

· 根拠のある客観的な情報～主観的な情報～未確認の情報～嘘の情報

	　レファレンス資料の種類には，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などがある。

　レファレンス資料は，一般の本とは分けて並べられている。

　それは，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からである。

　一般人向けには，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と説明するとわかり易い。

　では，ＯＰＡＣを説明するとどうなるか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



１－４．レファレンス資料活用の実際

　私たちは，授業，研究，個人的な趣味に関連して，様々な情報を探さなければならないことがある。そんなときには，知り合いに聞いたり先生に尋ねたり(人は一番の情報源。質問力を高める。言葉の足りない質問へも文脈と想像力で補う)，書店で本や雑誌を買うこともある。また，図書館の本棚の間を歩きながら本の背中の書名をみて，何か関係のありそうな本を探すこともある。図書館では，調べものをするための専門の資料である「レファレンス資料」により，言葉の意味，ある事柄の概要，人物・団体・地名などに関わる情報，関心のある分野についての図書や雑誌論文の探索を行うことができる。

	レファレンス回答の留意点
	内容

	　1)質問者へのインタビュー
	　質問内容の明確化

　　　質問の種類：事項調査，所在調査，利用案内

　緊急度と必要度

　情報の量・質(手持ち，要求)

　支援する気持ち(お互いに事後報告など)

	　2)レファレンス資料の選択
	　テーマの広がり

　資料の種類

　媒体

　有料ＤＢ

	　3)調べ方
	　キーワードの選択・展開

　セルフサービス

　根気と転換

	　4)難易度判定の目安
	　レファレンス資料を思い浮かべることができるか

　蔵書構成との距離はどうか

　２つ以上のテーマがあるかどうか

　質問者のレベルはどうか

　５分以上かかるかどうか

	　5)レベルアップ
	　組織的蓄積

　情報活用能力の向上(質問者も係員自身も)

　知的好奇心


２．紙媒体のレファレンス資料

資料名の前の数字は，長澤雅男; 石黒祐子共著『情報資源としてのレファレンスブック 新版』(JLA 2004)の掲載ページ
２－１．事実を調べる：辞典と事典

２－１－１．言語・文字情報の探索
　読み方・発音，書き方・綴り字，語義・意味，語源・字源，同義語・反義語，用法・用例，出典など，言葉に関する情報を調べるための各種の辞典がある。
1)国語辞典
· 204『日本国語大辞典 第2版』小学館 2000-2002 13冊＋別冊

2)漢和辞典
· 208『大漢和辞典 修訂第2版』大修館書店 1989-90 13冊＋2冊
3)英語辞典
· ---『Oxford English Dictionary.2nd ed。』1989 　(◆CD-ROM版，Web版)

4)特殊辞典
· 227『現代用語の基礎知識』自由国民社 1948-　(◆Web版)　[全年を見渡すと年表になる]

· 226『イミダス：情報・知識』集英社 1987-

· 228『知恵蔵：朝日現代用語』朝日新聞社 1989-　(◆Web版)

【参考】「探春詩」

	Ｑ：詩に春を読んだもので，字ははっきりわからないが，以下のような感じ．盡日(じんじつ)春を尋ねて春を見ず，■鞋(わらじ：草鞋)踏みあまねし朧頭の雲　？，帰り来る門前梅花一輪　？，春は杖頭に在りて己に十分．少年の頃の思い出に心に残っていて，この漢詩の作者の概略と出典が知りたい．

· Ａ１：『大漢和辞典』８巻 p.127 「盡」の項目に，盡日尋レ春不レ見レ春(ジンジツハルヲタヅネテハルヲミズ)　一日中，春の景色をたづね歩いたが春らしいものにあはない．[戴益，探春詩]

· 盡日尋レ春不レ見レ春　　　　終日 春を尋ねて春を見ず

· 杖レ藜(あかざ)踏破幾重雲　 藜を杖つき踏破す 幾重の雲

· 歸來試把二梅梢一看　　　　　帰り来たりて試みに梅梢(バイショウ)を把りて看れば

· 春在二枝頭一已十分　　　　　春は枝頭(シトウ)に在って 已(スデ)に十分

· Ａ２：NDLの回答：『漢詩名句辞典』(鎌田正，米山寅太郎著 大修館書店 1981)には，戴益の詩句「探春」を掲載し，宋代の人であることを示していますが，解説，伝記資料などは記載されていません．当該部分のコピーを添付しますのでご参照下さい．[今回に限り，事務用コピーを添付します．(この部分はゴム印)]．『漢詩名句辞典』より，「探春詩」は『聯珠詩格』に再録されていることがわかります．『中国学芸大事典』にその解説があり，『和刻本漢詩集成 総集篇 9巻』(汲古書院 1979) p.407 に「探春」を収録している．

· Ａ３：中国文学の教員より：宋代の作家は多い．『佩文韻府』により，句から探す方法もある．唐代ならば全唐詩の索引がある．

· 無いもの探しか？

【質問者の意図について，２次資料の整備状況について】


２－１－２．事物・事象情報の探索
　レファレンスサービスの三大質問は，事実調査，文献調査，人物・団体調査であるといわれる。事実調査は，名称・呼称，種類・類別，内容・特徴，形状・色彩，数量・規模，方法・規則，機能・用途などに類別できる。
1)百科事典
· 303『ブリタニカ国際大百科事典 第3版』 TBSブリタニカ 1995 20冊

· 301『世界大百科事典』平凡社 1988 31冊+別冊　(◆DVD版，Web版)

· ---『大百科事典』平凡社 1984-85　16冊

· 302『日本大百科全書 第2版』小学館 1994-97 26冊　(◆CD-ROM版，Web版)

2)専門事典
· 338『岩波生物学辞典 第４版』八杉龍一等 岩波書店 1996 2027p
· 355『日本古典文学大辞典』岩波書店 1983-85 6冊　[平家物語]

　内容：作者，成立時期，成立論と諸本，内容・構成，主題・思想，影響，研究史，複製・復刻・活字

· 356『日本近代文学大事典』講談社 1977-78 6冊　[芥川龍之介]

· --－個人作家の事典　[芥川龍之介]

· ---『中国学芸大事典』大修館書店 1978　[離魂記]

3)便覧類，用語辞典
· 357『図書館情報学ハンドブック 第2版』図書館情報学ハンドブック編集委員会編 丸善 1999
· ---『図書館ハンドブック 第6版』日本図書館協会 2005/08/28
· ---『図書館情報学用語辞典 第2版』丸善 2002

· ---『最新図書館用語辞典』柏書房 2004.4

· ---『図書館用語集 三訂版』日本図書館協会用語委員会編集 日本図書館協会 2003.

· ---『ALA図書館情報学辞典』 丸善 1988.9

---『Harrod's librarians' glossary and reference book : a directory of over 9,600 terms, …. 9th ed.』Gower 2000.

２－１－３．歴史・日時情報の探索
　過去の出来事や，社会で起こった事件の，原因・動機，結果・結末，経緯・沿革，影響・効果，起源・創始，日時・時期，実態・状況などを調べる。
1)歴史事典
· 403『国史大辞典』吉川弘文館 1979-97 17冊　[平家物語][平安京の地図→京図]

· p.92『日本史大事典』平凡社 1992-94 7冊　[平安宮，平安京]

· ---『平安時代史事典』角川書店 1996 3冊　[平安図録]

· ---『故実叢書 第38 中古京師内外地圖 ; 中昔京師地圖 ; 大内裏圖(チュウコ ケイシ ナイガイ チズ ; チュウジャク ケイシ チズ ; ダイダイリズ)』明治図書出版 1955

2)年表
· 413『日本出版百年史年表』日本書籍出版協会 1968

3)年鑑(一般年鑑，専門年鑑，統計年鑑)

· 439『朝日年鑑』朝日新聞社 1924-2000

· 441『読売年鑑』読売新聞社 1949-
· 440『時事年鑑』時事通信社 1918-1944，1947-1994

２－１－４．地理・地名情報の探索
　地名・呼称，起源・由来，位置・距離，面積・規模，人文環境，自然環境，案内・順路などを調べる
1)地理事典(地理学，各国事典，地域百科事典)

· 518-62『都道府県の地域百科事典』

2)地域年鑑
· 563『世界年鑑』共同通信社 1949-

3)旅行案内書
· ---『地球の歩き方』　

２－１－５．人物・団体情報の探索
　氏名・名称，生没年・創設年，経歴・沿革，業績・事業，住所・所在地，間柄・系列，肖像・シンボルなどを調べる。

２－２．図書を探す：書誌と目録
　図書館では，本や雑誌などの出版物について尋ねられることが多い。案内指示的トゥールで探す。

	書誌の種類

	　　一次的書誌
	　世界書誌，全国書誌，販売書誌（全国的なもの）

	　　二次的書誌
	　選択書誌，個人書誌（著者書誌を含む），集合書誌（略歴つき書誌を含む），　主題書誌（主題文献案内を含む），翻訳書誌，特殊書誌，その他

	　　書誌の書誌
	

	索引の種類

	　　書誌的な索引

　　（書誌単位レベル）
	　叢書合集細目索引
　逐次刊行物索引：総目次・総索引，新聞記事索引，雑誌記事索引

	　　非書誌的索引

　　（記録内容レベル）
	　内容索引：名称索引，事項索引
　語句索引：主要語(句)索引，総語句索引


　書誌と索引は混同される。　索引は，特定の資料群を索引対象とし，その内容である概念，事項，語句を項目として抽出し，系統的な配列に整えたもので，それぞれの文献への導きとなるリストである。雑誌記事索引が良い例。書誌は，個々の記入の識別を目的にしているが，索引は所在指示を目的にしている。この種の索引(書誌事項にかんしては)目録と類似の特徴を備えている。[丸善 図書館情報学ハンドブック.p.370]

　本の巻末にある索引もある。書名として「索引」という用語が使用されることもある。

　案内指示的トゥールのうち，索引や抄録誌では雑誌・新聞の記事を探す。
　大学図書館では，あるテーマについての雑誌論文を探すことが多く，そのための資料がそろっている。

２－２－１．参考図書・データベース情報の探索
　参考図書の書誌データ(著者・編者，書名，出版者，出版年)，内容，所在を調べる。
1)参考図書の解題書誌

· 101『日本の参考図書 第4版』日本図書館協会 2002　[図書館学関係の資料]

· 102『年刊 参考図書解説目録』日外アソシエーツ 1990-
2)書誌の書誌：包括的なリスト
· 105『書誌年鑑』日外アソシエーツ 1982-

· ---『～～全情報シリーズ』日外アソシエーツ編集・刊行
２－２－２．図書・叢書情報の探索
　図書の書誌データ，書誌的来歴，内容，入手情報，翻訳書，所在を調べる。後述するインターネットによる検索が効果的である。古いものは紙媒体でしか調べることのできないものもある。
1)一般書誌(日本，米国，英国，その他)

· 702『日本全国書誌』国立国会図書館 1981-　(◆Web版)

· 703『日本書籍総目録』日本書籍出版協会 1977-　(◆2002-:CD-ROM版，Web版)

2)翻訳書誌
· 726『翻訳図書目録 1945/76-』日外アソシエーツ 1984-

· 727『明治・大正・昭和翻訳文学目録[1868-1955]』国立国会図書館 風間書房 1959 779p
· 736『世界文学綜覧シリーズ』：『全世界文学全集･作家名綜覧』『世界文学個人全集･内容綜覧』など

　本探しにはNACSIS WebCat(後述)が効果的だが，短編の翻訳は困難。
3)叢書・合集の書誌・索引
· 731『全集・叢書細目総覧』国立国会図書館 紀伊国屋書店 1973-89　3冊
730『全集叢書総目録 45/90』日外アソシエーツ 1992　6冊
4)蔵書目録
· 737『国立国会図書館蔵書目録 昭和元/24.3-』1960/66-　(◆CD-ROM版，1948-Web版)
· 738『国立国会図書館蔵書目録 明治期』1994-95 8冊　(◆CD-ROM版，Web版)
5)総合目録
· 740『国書総目録 増訂版』岩波書店 1989-90　9冊　(◆国書基本データベース[Web版])

２－３．雑誌論文，新聞記事を探す：索引と抄録
　種類，書誌データ，書誌的来歴，内容，収載記事，記事内容，所在を調べる。
1)新聞・雑誌のリスト
· 801『雑誌新聞総カタログ 1979年版-』メディアリサーチセンター 1978-　(◆CD-ROM版)

2)新聞・雑誌の所蔵目録
· 804『国立国会図書館所蔵国内逐次刊行物目録』　(◆CD-ROM版)
· 805『明治新聞雑誌文庫所蔵新聞目録』東京大学法学部同文庫 東京大学出版会 1977
· 805『明治新聞雑誌文庫所蔵雑誌目録』東京大学法学部同文庫 東京大学出版会 1979

3)新聞・雑誌の総合目録
· 806『学術雑誌総合目録 和文編 2000年版』国立情報学研究所 丸善 2001 8冊　(◆Web版)
4)新聞記事索引
· 807『読売ニュース総覧 1980-94年版』読売新聞社 1981-94 15冊
5)総目次・総索引
· ---『国立国会図書館所蔵逐次刊行物総目次・総索引一覧』国立国会図書館
· 811『近代雑誌目次文庫 国語・国文学編』ゆまに書房 1989-2000 24冊

6)雑誌記事索引(一般索引誌，専門索引誌，引用文献索引，遡及的記事索引)
· 825『雑誌記事索引』国立国会図書館 1948-　(◆CD-ROM版，Web版)

· 828『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録』同文庫 収録：明治～　(◆CD-ROM版，Web版)

7)抄録誌
· 837『科学技術文献速報』日本科学技術情報センター 1958-　(Web版)

· ---『Index Medicus』米国立医学図書館　(Web版，無料公開版)

· ---『医学中央雑誌』医学中央雑誌刊行会　(Web版)

8)引用文献索引
· ---『Science Citation Index』ISI， 1963-　(◆CD-ROM版，Web版)

【参考】図書館情報学について

	図書館情報学関係の雑誌記事索引

· 『図書館情報学研究文献要覧』日外アソシエーツ

· 『図書館年鑑』日本図書館協会 1982- ：
· 『図書館情報学ハンドブック』丸善 1999.3
· 『図書館雑誌』の「図書館関係雑誌記事索引」

図書館情報学関係の雑誌
· 『学校図書館』全国学校図書館協議会　月刊

· 『現代の図書館』日本図書館協会　季刊

· 『情報管理』ＪＳＴ　月刊　(◆Web版)

· 『情報の科学と技術／』(社)情報科学技術協会　月刊　(◆Web版)

· 『図書館界』日本図書館研究会　隔月刊

· 『図書館雑誌』日本図書館協会　月刊　(◆Web版)

· 『みんなの図書館』図書館問題研究会　月刊


２－４．情報の流れ：芥川龍之介『蜘蛛の糸』に関連して

　情報を収める媒体について

	一冊の図書 ＞ 一つの章 ＞ 当該の記述

· 図書の構成：表紙，まえがき，目次，本文，参考文献リスト，索引，奥付

雑誌の全巻 ＞ 一冊の雑誌 ＞ 一つの論文＋参考文献リスト ＞ 当該の記述

· 例:「東北大学教養部紀要」の「７号(1968年)」の「芥川龍之介『蜘蛛の糸』出典考」という論文　　★雑誌の構成：表紙，目次，個々の記事，奥付

一つの事典 ＞ 当該の項目

· 事典の構成：表紙，凡例，本文，資料集，参考文献リスト，複数の索引


· 1894年　1) Karma : a story of early Buddhism / by Paul Carus. 1894 [ポール・ケーラス著『カルマ』]

· 1898年　2) 鈴木大拙訳『因果の小車』(1898[M31])　←　1894年)『カルマ』の翻訳【未所蔵】

· 1918年　3) 赤い鳥 1918.7[T7.7]に，芥川龍之介が『蜘蛛の糸』を発表。

· 1968年　4) 片野達郎”芥川龍之介『蜘蛛の糸』出典考--新資料『因果の小車』の紹介--”. 東北大学教養部紀要. ７号(1968)

· 1971年　5)『国立国会図書館蔵書目録／明治期(参考 029.11/K)』(1994-95)(国立国会図書館所蔵明治期刊行図書目録(1971-76))が，1898年)を収録。

· 1976年　6)『雑誌記事索引1965-69』[X.文学 p.169](1976)が，1968年)を索引。

· 1977年　7)『芥川龍之介全集 2』(1977.7-1978.7)[913.6/A-16]，『芥川龍之介全集 3』(1995.11-1998.3)が，1918年)を収録。
· 1984年　8)『個人全集・内容綜覧』(1984)[910.26/N]が，1977年)を収録。p.1291→2-227 
· 1985年　9)『芥川龍之介事典 増訂版』(2001.7　初版1985)p.164-166 が，1968年)を引用。

· 1991年　10)『日本文芸論薮』(1991) p.285-307 [910.4/K]が，1968年)を再録。　9) 10)

【参考】インターネットにおける情報より

芥川龍之介『蜘蛛の糸』論 　これまでの『一本の葱』や英文『カルマ』に比較して，題名の同一，主人公名の「健陀多」という漢字表記まで同一であるから『蜘蛛の糸』の典拠は『因果の小車』であろう。<http://my.netian.com/~ccbsk/zatu_12.htm>

鈴木大拙（1870-1966）明治3-昭和41 　1897年渡米し，イリノイ州の出版社オープン･コートに入り，哲学者ポール･ケーラスを助けて東洋学関係の出版に従事するかたわら，《老子道徳経》《大乗起信論》を英訳し，《大乗仏教概論》を英文で出版した。<http://web.kyoto-inet.or.jp/people/mekata-h/suzukitaisetu.html>

３．レファレンス資料の評価

３－１．レファレンス資料の評価

1)評価の目的

· レファレンス・コレクションの蔵書構築

· 特定のレファレンス・ブックの選択

· 利用者へのレファレンス資料の使い方の説明

2)評価の着眼点

· 製作に関わる要素：編著者，出版者・出版社，出版年。

· 内容に関わる要素：収録範囲・内容(主題・時代・地域)，収録資料の種類，内容の記述・表現，項目の選定，配列方法(五十音順，ABC順，年代順，地域順，体系順)，検索手段，収録情報の正確さ，索引・項目見出し以外の参照指示。辞典の内容では，発音，アクセント，定義，用例，語源，熟語，類語，反対語など。事典では，収録事項数，記述の分量，配列体系，索引の種類など。

· 形態に関わる要素：印刷・活字，挿図類，造本，媒体。

· 利用に関わる要素：価格，操作性（凡例，項目見出し，記述，索引の使い勝手），検索性能。

· 相対的な評価：すでに知っている情報や文献がそのレファレンス資料でどのように取り扱われているか。類似資料との比較や，同一事項の記述の比較。想定される用途や効用。
３－２．レファレンス資料の解題

解題の記述項目

	事実解説型
	案内指示型
	案内指示型　電子メディア

	　書誌的事項
	　書誌的事項
	　製作に関する要素

	　主題
	　テーマ
	

	　範囲
	　範囲
	　収録内容と範囲

	　本文
	　採録方法
	

	　構成
	　構成
	

	　項目へのアプローチ
	　目録の部の排列
	　検索手段

	
	　索引の種類
	　出力形式

	
	　検索の手がかり
	　利用法・操作性

	　項目の記述
	　記述
	

	
	　見出しなど
	

	　用途・印象
	　用途・印象
	　特徴の要約


４．電子媒体のレファレンス資料の概要

４－１．電子資料の概要

1)電子資料の種類

	CD-ROM
	従来の紙媒体のレファレンス資料を電子化したものが多い。

	オンラインデータベース(以下，DB)
	インターネットなどで提供される。

	Webページ
	検索エンジンなどで検索する。


2)紙媒体との比較

	特徴
	比較項目
	紙媒体
	DB
CD-ROM
	DB
Online
	Web
ページ

	情報の発信者，内容，構成など
	情報の信頼性
	○
	○
	○
	△

	情報の主題，時代，期間，地域，団体・機関，内容
	情報量
	○
	△
	△
	△

	トランケーション，論理演算，近接演算，操作性など
	検索性
	×
	○
	○
	△

	従量制，固定料金，無料など
	価格
	○
	△
	×
	○

	資料としての単位，媒体や情報の所有権
	パッケージ性
	○
	△
	×
	×

	内容更新，収蔵スペースなど
	維持・管理
	×
	△
	○
	○

	使い易さ，インタフェースなど
	操作性
	△
	△
	△
	○

	○=+1，△=0，×=-1
	得点
	2
	2
	1
	2


４－２．データベースの概要

1)DBの種類

	文献DB
	図書の目録情報，雑誌記事などを検索します。検索結果の図書や雑誌記事が登録している図書館で入手できるかどうかは，煩雑ですがOPACで再度調べなければなりません。登録している図書館に所蔵されていない場合は，若干高めの複写料と郵送料が余分にかかりますが，後述するILLにより他の図書館から取り寄せることもできます。

	フルテキストDB
	紙媒体の内容を電子化した新聞記事，判例，電子ジャーナルなどは，全文からの検索ができる点と，検索したその場で全文を入手できる点が大きな魅力です。

	ファクトDB
	数値データ，統計データ，企業情報などは，ビジネスや研究の場面で利用されます。商用DB全体の利用件数で最も大きな部分です。


　DB提供サービスは，OPACや電子ジャーナルとならんで，図書館の電子資料提供サービスの３つの柱です。研究やビジネスの場面では電子ジャーナルと商用DBの使用は必須です。公共図書館では事典などのCD-ROM形態のDBが主体で，オンラインでのDBサービスは始まったばかりです。電子ジャーナルと同様，商用DBは大学図書館と供給会社との契約条項により一般公開はされていません。一般市民へのDBサービスは，公共図書館による社会人や地域のNPO団体へのサービスとして最も拡充が求められる領域です。

2)DBの提供方式

　オンラインDBの利用形態は以下の通りです。利用形態やそれぞれのDBによって起動手順，検索画面，検索手順が異なりますが，検索語の形式や収録されているデータの範囲(年月，主題，収録雑誌など)を確認して利用するようにします。

	BDへの接続方式
	概要説明

	公衆回線
	電話回線によってDBに接続する方式です。検索結果の出力件数や検索時間によってDB使用料金が課金される従量課金制のサービスです。小数の個人利用ではまだ使われていますが，大学図書ではこの形態のサービス提供はされていません。[image: image2.jpg]




	スタンドアローン
	CD-ROMによってDBが図書館に供給され，図書館のパソコンにCD-ROMをセットして検索します。データベースの年間使用料金を固定してあらかじめ前払いする固定料金制のサービスです。出力件数や検索時間を気にせずに利用できます。従量課金では，利用者に変わって図書館員が検索を代行する代行検索方式でしたが，スタンドアローン方式では利用者自身が検索する方式に変わって，データベースの利用件数が飛躍的に増大しました。図書館では，OSの関係によりCD-ROMサーバで提供できないDBや，ネットワークによる提供のライセンス契約が提供されないDBをこの方式で提供しています。

	CD-ROMサーバ
	DBのCD-ROMを複数枚格納できるCD-ROMサーバを設置して，構内ネットワークによって複数のパソコンで利用する方式です。図書館では，現在もインターネットで提供されないDBをこの方式で提供しています。

	インターネット
	インターネットによってDBに接続し，ブラウザで検索する方式です。最も簡便な方式として普及しています。DBによって従量課金制，固定料金制の契約形態があります。インターネット方式の固定料金制では，同時アクセス数，学生・教員の人数によって契約金額が算出されます。


3)DBの特徴(Webページの比較)

　これからの図書館活用においては，インターネットのサーチエンジンと比較したDBの特徴を十分に理解して，サーチエンジンとDBを利用目的に応じて両方を活用することが必要です。

	　特定の分野を調査対象にして相当数のレコードを蓄積。

　個々のレコードは内容が構造化されて均質。

　レコードは取捨選択され，情報の内容が濃く信頼性が高い。

　操作性に優れた検索システムで，検索性能を高める機能を備える。

　以上の特徴から，情報入手の時間とコスト性能に優れる。

　有料のDBは図書館の登録者に限定。


4)DBの使い方

　参考：データベース入門<http://www.dpc.or.jp/educ/>→「データベース入門」　[local]
　データベースとは「新聞，企業，人物，書籍，科学データなどの様々な分野の情報をコンピュータの中に蓄積し，必要に応じて取り出せるように整理・分類されているデータの集合体」のこと。キーワード，論理演算，トランケーション(前方一致)，近接演算子，分類コードやシソーラスを用いて検索する。ＯＰＡＣをイメージすればよい。

４－３・Ｗｅｂページの概要

0)Ｗｅｂページ表示の基礎知識

	・必要なサイトは「お気に入り(A)」に追加して，いつでも表示できるようにしておく。

・リンクからサイトを開くときは，リンク上で右クリックして「新しいウインドウで開く(N)」で，もとのページをそのままにして，別のページでリンクを開くようにする。開いたウインドウは画面下のタスクバーに並んで表示されているので，マウスで選択して必要なサイトをアクティブにする。

・コピー＆ペーストを活用して，入力の手間を省く。

・入力の際は，半角と全角を区別する。全角で入力した未変換の文字列は「F10」で半角に変換される。


1)Ｗｅｂページの特徴

	製作者
	Webページは様々な団体や個人によって製作･運営されている。企業，政府官公庁，地方自治体，研究機関，学協会，学校，地域コミュニティ，個人などである。

	内容
	　情報資源としてのインターネットは，主題，形態，内容，質，量において多様である。テキストデータとしては，文学作品や各主題の古典著作，雑誌論文，新聞記事，電子ジャーナル，電子ニューズレター，各種のレポート類，政府・議会関係の文書などがある。また，バイナリデータとしては，パソコンから大型機までソフトウェア，画像ファイルや音声ファイル，いずれも，研究用もあれば趣味的なものもある。

　データベースも，図書館のＯＰＡＣやプロスポーツの試合のスケジュールなど，一次情報も二次情報も，商用のデータベースにはないようなものもみられる。

　このほか，いわゆる掲示板システムによる情報の交換も盛んに行われている。一般人向けにいえば，芸術，ビジネス/経済，コンピュータ/インターネット，教育，娯楽，政府，健康，ニュース，レクリエーション，参考トゥール，地域情報，科学，社会科学，社会/文化など，あらゆる情報があふれている。

　一過性の情報，即時的な情報，個人的な情報も多い。玉石混交の内容で信頼性を自己責任で評価。日常の生活情報や官公庁地方自治体の情報が強力。情報としての永続性がない。個人のサイトは強力な予備調査ツールで，「ドイツの葉書」<http://www1.plala.or.jp/stein/>などは，完璧なツール。

	索引
	　Webページの集合がリンクによって結びついて，大きな百科事典を構成している。この百科事典を検索する仕組みが検索エンジンである。ディレクトリ型の検索エンジンは百科事典の事項索引であり，ロボット型の検索エンジンは百科事典に書かれているすべての文書の全文検索をおこなう。Webページは複数のページから構成されており，ディレクトリ型はWebページ単位で検索をおこない，ロボット型はページ単位で検索をおこなっている。ディレクトリ型はサイト検索，全文検索型はページ検索である。

　検索エンジンは，AND，OR，NOTなどの論理演算，フレーズによる検索，更新日によって検索範囲を限定する機能，URLを指定する検索などをサポートしている。また，検索の範囲となるWebページの数は検索エンジンによって異なっているので，一つの検索エンジンで求める情報が見つからない場合でも，他の検索エンジンで検索できる場合もある。従来のレファレンス資料やDBの使い方に習熟していれば戸惑うことはない。

	URLの

読み方
	URLの読み方

本学のWebページのURL　<http://www.tsurumi-u.ac.jp/index.html>

講師のWebページのURL　<http://members3.jcom.home.ne.jp/toyohiroh/>

　　　　　　　　　転送方法://コンピュータの名前/ファイル名

　　　　　　　　　　　　　 　コンピュータの名前＝組織名.組織の属性.国名

~ (チルダ)：「Shift」＋「へ」で入力。個人のWebページのURLに使用されている記号。

[members3.jcom.home.ne.jp]はプロバイダや個人の所属する団体のドメイン名，後の[toyohiroh]は個人のディレクトリを示す。


2)Webページの種類

	表層ウェブ
	普段見ているサイトで，検索エンジンで検索できる。

	深層ウェブ
	invisible Web，deep Web といわれ，検索エンジンでも検索できない。DBなど。


５．インターネットの情報資源

５－１．図書の探索

５－１－１．個別館のＯＰＡＣ

　大学図書館や公共図書館における一般的で最も有効なサービスが，Web で公開されている OPAC(Online Public Access Catalog：オンライン閲覧目録)です。WebOPACは，求める図書や雑誌の図書館における所蔵の有無と，所蔵している場合の配架場所を調べるための蔵書目録データベースです。

　検索語の選び方は，特に意識しないで書名を入力しても検索できます。OPACでは，書名，著者名，出版社，それらのヨミなどのデータ項目が構造化されたデータベースになっているので，佐藤さんの書いたイギリス文化に関する本という探し方や，漢字表記のヨミからも検索できます。

　書名や書名に含まれる単語などの手がかりがまったくない場合には，絵画や遊戯などの幼児教育(376.157)という図書館の分類記号を使った主題による検索も可能です。主題から検索するには，OPACが提供している分類表などを使うこともできます。また，調べたいテーマに関連する言葉を検索語として検索し，テーマに合致した図書の分類記号を検索語として再度OPACを検索するのも有効です。

　OPACには付加的な検索機能もあります。検索語に続けてアスタリスク「*」などの記号をつける前方一致検索は，サーチエンジンでは自動的に実行される機能です。OPACではサーチエンジンと異なり検索履歴を検索セッションの間は一時的に保持して，複数の検索結果を用いた論理演算も可能です。

【参考】鶴見大学図書館OPACの検索項目と検索語

	書名TR
	マクドナルド化の世界 : そのテーマは何か? / ジョージ・リッツア著||マクドナルドカ ノ セカイ : ソノ テーマ ワ ナニ カ

	出版者PUB
	東京 : 早稲田大学出版部 , 2001.5

	著者AL
	正岡, 寛司(1935-)||マサオカ, カンジ <DA00692560>

	CLS分類
	NDC9:361.5

	SH件名
	BSH:マクドナルド社||マクドナルドシャ//L

	SH件名
	BSH:文化変容||ブンカヘンヨウ//L

	書名WD
	マクドナルド化 ノ 世界 ソノ テマ ハ 何 カ マクドナルドカ セカイ ワ ナニ MCDONALDIZATION THESIS EXPLORATIONS EXTENSIONS マクドナルド化ノ世界 ソノテマハ何カ

	著者WD
	ジョジ リッツア著 正岡 寛司 1935 RITZER GEORGE 1940 正岡寛司 RITZERGEORGE1940 マサオカ カンジ マサオカカンジ

	件名WD
	マクドナルド社 文化変容 文化 変容 マクドナルドシャ ブンカヘンヨウ

	請求番号
	361.6/R


　書誌データとして記述された書名，著者名などから索引化されたフレーズや語が検索対象となる。

　大学図書館OPAC提供　<http://www.slis.keio.ac.jp/~ueda/libwww/libwwwstat.html>

　公共図書館OPAC提供　<http://wwwsoc.nii.ac.jp/jla/link/public2.html>

	【新しいOPAC】

Queens Borough Public Library　<http://aqua.queenslibrary.org/>

North Carolina State University Libraries　<http://www.lib.ncsu.edu/catalog/>

University of North Carolina at Chapel Hill　<http://search.lib.unc.edu/>


５－１－２．総合目録・横断検索

　探している資料やテーマに関係する図書館を特定できないときには，複数の図書館の蔵書を一緒に検索できる総合目録や，地域や館種のOPACを一括して検索する横断検索システムを利用できます。地域の横断検索システムは，Yahoo! の「各種資料と情報源 > 図書館 > 蔵書の横断検索」でリストできます。

	· Webcat：総合目録データベースWWW検索サービス　<http://webcat.nii.ac.jp/>　平成15年度末現在，全国の大学図書館の全蔵書冊数2億7千万冊のうち，Webcatでは約7,000万冊が検索できます。収録されていない部分は，Webcatが運用を開始した昭和60年以前の図書とみなせます。(平成13年度末現在，全国の大学図書館の全蔵書数 2億6千万冊のうち，Webcatでは 5,900万冊(25％)が検索できます)。[NACSIS-CAT 統計情報<http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/ncat_stat_transition.html>，大学図書館実態調査結果報告<http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/001/index20.htm>]　　個々の図書館のOPACではカード目録から目録データを遡及入力しています。これらの遡及入力されるデータはWebcatに登録されないケースもあるので，個々の図書館OPACのほうがWebcatよりも収録範囲がいくらか広いですが，たいていはWebcatで検索できるはずです。いずれにしろ，古い図書を検索する場合は従来のカード目録の検索が必要で，個々の図書館のOPACやWebcatでもすべての所蔵図書を検索できるわけではない点に留意します。

· 国際子ども図書館　<http://www.kodomo.go.jp/>　児童書のあらすじからも検索可能。

· Webcat Plus：NII図書情報ナビゲータ　<http://webcatplus.nii.ac.jp/> 　日本語の図書情報 2,566,118件。「BOOK」データベースから1986年以降に発行された図書（770,297件）について，目次や，帯・カバー等に書かれている内容情報を収録。日本語図書情報の検索機能を大幅に強化し，目次・内容情報を連想機能で本を探す。所蔵データともリンク。[2003.9現在，最新情報は< http://webcatplus.nii.ac.jp/about/top.html>]

· 総合目録ネットワークシステム「ゆにかねっと」　<http://unicanet.ndl.go.jp/>　国立国会図書館，都道府県立図書館の一部，政令指定都市立図書館の一部の所蔵する和図書の総合目録データベースシステム

· 日本古典籍総合目録　<http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/about.html>　日本の古典籍の総合目録


５－１－３．図書の目録ＤＢ

　インターネット上には多くの目録などのＤＢが存在する。

	· 紀伊國屋書店BookWeb　<http://bookweb.kinokuniya.co.jp/>　販売目録

· Amazon　<http://www.amazon.co.jp/>　販売目録，CDなど

· 日本の古本屋　<http://www.kosho.or.jp/>

· スーパー源氏　<http://www.murasakishikibu.co.jp/oldbook/sgenji.html>　→　<http://sgenji.jp/>に変更　古書，サブカルチャー系

· 青空文庫　<http://www.aozora.gr.jp/>　電子テキスト化された文学作品の無料電子図書館


５－２．雑誌記事などの探索

５－２－１．ＮＤＬ－ＯＰＡＣ

　どこからでも無料でアクセスできる雑誌記事索引が国立国会図書館から提供されている。

　NDL-OPAC　<http://opac.ndl.go.jp/>　国立国会図書館の蔵書検索・申込システムで，蔵書検索，雑誌記事検索，文献の申込が一体化。雑誌記事索引は，1948年以降を検索できる。(1948年～1974年は人文・社会系のみ)雑誌記事索引の採録誌は，国内刊行の学術雑誌を中心とした約10,000誌。記事採録の範囲は，論文，研究報告，資料等であり，原則として次のものは除外されている。詳細は，雑誌記事索引採録誌一覧 <http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html>，雑誌記事索引採録誌選定基準・記事採録基準 <http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_select.html> を参照する。

　「NDL-OPAC(国立国会図書館蔵書検索・申込システム)の使い方」も有用。

	◆記事採録基準

　　２ページ以下の記事 

　　情報，広報記事（経済市況・団体の会計報告・人事情報・統計表等） 

　　資格試験問題，受験者向講座等 

　　判例（ただし，判例研究は採録） 

　　文学作品（小説，戯曲，詩，俳句等）・作品の翻訳，漫筆の類 

　　要旨・抄録記事 

　　医学の症例報告 


５－２－２．インターネット上のフルテキスト

　CiNii(サイニイ)：論文情報ナビゲーター <http://ci.nii.ac.jp/>

　Google Scholar(グーグル スカラー)：学術資料検索，全文入手 <http://scholar.google.co.jp/>

　機関リポジトリ横断検索(筑波大学) <https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/IRSearch/>

５－３．検索エンジン

1)検索エンジンの種類(現在では，ほとんど意味はない)
　Webページのを検索する仕組みが検索エンジン。ヒットした数百サイト程度は通覧する。Webページは，一冊の本，又は，一軒の家，一棟の集合住宅をイメージしてその仕組みを理解する。

	ディレクトリ型(登録系)
	目次，帯，前書きを検索。

代表的なのはYahoo!。<http://www.yahoo.co.jp/>

	ロボット型(全文検索系)
	調べたい事項の書いてある本文を検索。

代表的なのはGoogle。<http://www.google.co.jp/>

	サイトのアーカイブ
	今のサイトの過去のサイトの内容や，消えてなくなったサイトを表示。

Internet Archive <http://www.archive.org/>


　ほとんどの検索エンジンはディレクトリ型とロボット型の両方の仕組みを備えている。

2サーチエンジンの仕組み

	· Google の秘密 - PageRank 徹底解説　<http://homepage2.nifty.com/baba_hajime/wais/pagerank.html>　

· PageRank（TM) について　『PageRank（TM) は，Webの膨大なリンク構造を用いて，その特性を生かします。ページＡからページＢへのリンクをページAによるページBへの支持投票とみなし，Googleはこの投票数によりそのページの重要性を判断します。しかしGoogleは単に票数，つまりリンク数を見るだけではなく，票を投じたページについても分析します。「重要度」の高いページによって投じられた票はより高く評価されて，それを受け取ったページを「重要なもの」にしていくのです。　こうした分析によって高評価を得た重要なページには高いPageRank（TM) （ページ順位）が与えられ，検索結果内の順位も高くなります。PageRank（TM) はGoogleにおけるページの重要度を示す総合的な指標であり，各検索に影響されるものではありません。むしろ，PageRank（TM) は複雑なアルゴリズムにしたがったリンク構造の分析にもとづく，各Webページそのものの特性です。』<http://www.google.com/intl/ja/why_use.html>


3)Googleの使い方

	検索語の形
	フレーズ検索：「"～～"」でのフレーズ検索は精度が高い。

とは検索：言葉の概要を知りたいときは「～～とは」で検索する。「青い目の人形」と「青い目の人形とは」(22件)。Webページに表現される形式を想定する。探している情報がどんな形で出現するかを推測する。

名詞の羅列：ＮＨＫの「おはよう日本まちかど情報室」10月28日(火)朝6：30から紹介された「洗濯機に入れて洗濯をすると，衣類についている油を吸着して衣類の黄ばみがなくなる赤い玉」について，ＮＨＫでは商品名を出さないためその商品名を検索する。ヒット件数が大きすぎず，番組で聞こえた単語のうちその商品を説明するときに用いられそうな単語を検索語とすると「Google“洗濯機　油　吸着”」のようになる。<http://stylestore.allabout.co.jp/mojo/ProductInfo/sku/FD014-00-5000-A174/>。名詞の羅列で再現率より精度を。検索事例：台風，ハリケーン，サイクロン
検索語の修正：「永遠にけふの命の華やかさかなしさを君忘るるなかれ」は誰の歌か？　インターネットには奇特な人がいて<http://www.joyous-g.co.jp/i-zuisou-a3.html>，牧水の歌とわかる。『若山牧水全歌集』(p.58)で確認する。(正)「とこしへに けふのいのちの 花やかさ かなしさを君 忘るるなかれ」。しかし，現在，サイトは消滅している。Internet Archive Wayback Machineで保存されているのみ。 <http://web.archive.org/web/20050217110115/http://joyous-g.co.jp/i-zuisou-a3.html>(3/18の記事)

	検索オプション
	対象ファイル指定：厚生統計のエクセル形式など，便利な場合も。

Amazon.comの本もヒット：本も探せるが，書誌DBではない。除くことも可能。

	表示・設定
	設定のカスタマイズ：表示件数を200件や新しい検索ウィンドウでの表示など。

ランキング表示：求めるWebページが最初に表示される。他のサイトからのリンク等で重み付け。

サイトやドメイン指定検索：特定のWebページや大学のみを検索する。

検索ボックス：ツールバーの設置も可能 <http://toolbar.google.com/intl/ja/>

検索式の保存：Google「拒食症　過食症」<http://www.google.co.jp/search?num=100&hl=ja&inlang=ja&ie=Shift_JIS&newwindow=1&q=%8B%91%90H%8F%C7%81@%89%DF%90H%8F%C7&lr=>(検索式の保存もできる)　URLは<http://www.osaka.med.or.jp/health/family/96/96.html>　

	イモヅル式検索
	URLリンクでイモヅル式：既知のURLにリンクしているページは有用。検索したサイトや既知のサイトを手がかりに，Googleの「検索オプション」で関連サイト・リンクの検索を行う。

関連サイト検索：既知のURLと似ている内容のページも有用。

検索結果のディレクトリの利用：既知のURLの含まれるディレクトリも有用。

	キャッシュ
	キャッシュを活用：引越・消滅ページの表示，検索語のハイライト表示はとても便利。Webページのアーカイブサイトも。Internet Archive <http://www.archive.org/>

	その他
	画像検索：


５－４．図書館・情報学関連のリンク集
　<http://members3.jcom.home.ne.jp/toyohiroh/url/url.htm>

	■■　図書館・情報学関連のリンク集　■■ 
	｜TopPage｜図書館日記｜Internetと雑誌｜リンク集｜ 

	　1.検　索　2.情報産業　3.INTERNET
	　4.雑誌・電子資料　5.標準化　6.その他

	　1-1.Web検索サービス　1-2.文献検索 
　1-3.Web DB(Free)　1-4.有用リンク集　 
　2-1.図書館　個人　blog、SNS　2-2.出版　 
　2-3.関連団体　大学・教育　2-4.電子図書館 
　3-1.Internet,system　3-2.Mailing List　 
　3-3.メルマガ　3-4.情報活用・推薦HP 　
	　4-1.雑誌関連情報　4-2.電子雑誌　 
　4-3.出版社・仲介業　4-4.雑誌係　購読 
　5-1.標準化・規格　5-2.EDI:EC,著作権　 
　5-3.識別コード　5-4.図書館システム 
　6-1.文学・歯学　6-2.電子テキスト　 
　6-3.管理　6-4.その他　サイト構築　 　

	□　検索サイト　□
	□　検索サイト関連情報　□

	　・Google、 Translate、Personal、トランジット 
　　Google Book Search 、Google Scholar、Google サイト 
　　Google Map、Google Earth(Wiki@N-O)、Panoramio 
　　Blog Search、Gmail、Googleアラート 
　・Yahoo、 Yahoo! SEARCH、 
　・goo、Excite、infoseek、flesh EYE、livedoor 
　　Vivisimo、AllTheWeb、NAVER、Ask.jp　MyAsk 　　　 
　・SearchDesk、WebDig、Web検索! メタサーチ
	　・Blog：Yahoo，Google，Ask.jp，Accela Navi，Technorati 
　・Internet Archive、invisible-web.net 
　・Web資料館、shikencho.com（検索の鉄人） 
　・サーチエンジンウオッチ、αSEO 
　　SearchEngineWatch.com 
　　SEMリサーチ 
　　ネットレイティングス(株) 
　　eNatural.org　

	□　図書館　□
	□　図　書　□

	　・鶴見大学(Googleユニバーシティ検索)/図書館/OPAC
　・世界:directory of libraries、LibraryList 
　・日本:日本の大学図書館・・・ 、JLA、東工大 　　
　・NDL Saerch、カーリル→東京図書館制覇！
	　・Webcat Plus(+-)(旧)、ゆにかねっと、WorldCat、LCSH 
　・BookWeb、Amazon、Books、本やタウン ，Books 
　・スーパー源氏、日本の古本屋　 
　・bk1はてな、あの本のタイトル・・・、NDC　　

	□　雑　誌　□
	□　論　文　□

	　・PubList、LOCATORplus 
　　Free Medical Journals 
　・雑誌のリンク 
　　図書・雑誌探索ページ　 　　
	　・NDL-OPAC　使い方　・CiNii 　・PubMed、MedlinePlus 
　・BIBLIS、教育研究論文索引、Ingenta、ERIC、PubChem 
　・CiteULike：論文情報の保存・整理　 
　・国会会議録、法令データ　・EndNote｜RefWorks　

	□　特定情報　□
	□　特定情報　□

	　・jorudan乗換案内、えきから時刻表、タクシー 
　　Yahoo!路線情報 交通情報、駅探 
　・タウンページ、日本年金機構、52school(河合塾)
　・Goo地図、mapion、ちず丸、MapFan，2万5千分1地形図 
　・ちず窓　・ぐるなび　・YouTube　(downloader)
　・にほんブログ村　 グルメブログ
　・大学生活 　・＠卒業論文　・09h15.com文書検索
	　・こよみのページ　こよみのページ
　・ReaD研究者情報　科研費－DB　JREC-IN 
　・防災情報提供センター、鉄道情報、川の防災 
　　気象庁、気象データ、メッシュ天気予報 
　・電子政府の総合窓口、NIPPON-Net 
　　公益法人DB、全国条例データベース 
　　洋々亭の法務ページ、考古学情報

	□　辞書　・事典　□
	□　Directory、ゲートウェイ、横断検索　□

	　・翻訳：nifty:翻訳、Excite翻訳、WEB翻訳 
　・辞書：pop辞書、英辞郎 on the Web [MyStudio] 
　　理解.com、gooツール[辞書] 
　・事典：ネットで百科、Wikipedia、メルクマニュアル家庭版
　　マルチメディア／インターネット事典 
　　Columbia Encyclopedia、日化辞Web 
　・食材健康大事典ＷＥＢ版　
	　・JAIRO(機関リポジトリ横断検索) リポジトリについて
　・Dnavi、GeNii(ReaD 他)、Internet学術情報Index 
　・NII Web Search[学術研究] 
　　E-TOPIA[教育学]、Engel[経済学] 
　・リンク集、サブジェクト・ゲートウェイ 
　　Librarians' Index to the Internet 
　　INFOMINE、Resource Discovery Network

	□　記　事　□
	□　総合リンク　□

	　・ 朝日、毎日、読売、日経、共同 
　　日経4誌、日経BP記事検索 、NYT、WSJ日本版
	　・AllAboutJapan 、野口悠紀雄ON-LINE　Internet情報源 
　　HIR-NET ライブカメラ 、★Ｅｎｊｏｙ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ！　

	□　Q&A　□
	□　おすすめ　□

	　・OKWeb、教えて!goo、人力検索はてな、Yahoo!知恵袋 
　　ひとびと・net、関心空間 (イタリア)
	　・お米生産農家グリーン「魚沼北こしひかり」 
　・菓子舗いろは　blog　飯島奈美さん　


６．インターネット時代の図書館活用

６－１．インターネットと図書館

1)インターネットと図書館の関係

インターネットは「情報の蓄積・公開・アクセス」において図書館を凌ごうとしている。

インターネットは「情報探察の道具」として図書館を追い越した。

検索エンジンにより「情報探索活動」が生活の場に浸透し，一般化した。

情報探索や図書館利用の個人レベルへの移行とセルフサービス化の促進により，図書館の「情報仲介者としての役割」の一部は消失した。

社会環境の変化により図書館は変化するが，「情報探索支援」は図書館の使命であり続ける。

2)図書館による情報の探索・入手支援

ＩＬＬ：図書館間での資料貸借と文献複写の制度(費用，搬送，協定・規定，所蔵情報の公開)

図書館の公開：広域利用制度，大学の一般公開・地域開放

デジタルレファレンス：情報リテラシの支援，環境整備，デジタルデバイドの解消

3)情報の探索・入手戦略

　インターネットの場合は，情報源の選択やキーワードの選定も必要なく，情報探索から情報入手までが一度に済んでしまう。探索結果の質的な満足度と，情報入手をあきらめる割合について，従来の図書館を使った情報探索とインターネットによる情報探索ではどちらが優れているのかは，ニーズを抱えている者の状況による。困難な問題は，図書館経由のほうがうまく解決するかもしれない。簡単な問題はインターネットで解決されてしまうことが多いかもしれない。探索能力の優れた者は，図書館とインターネットを最適に組み合わせて，自分自身の力で達成してしまうかもしれない。

	　　　　　　　　　　　　　　┌────────────┐

　　　　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　↑

　┌────────→ インターネット →───→ 検索結果の評価 →─────→ 情報の入手
　↑

　ニーズの発生 

　↓

　├→ニーズの明確化 → 情報源の選択 → キーワードの選定 → 情報検索 → 検索結果の評価→┐

　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　└──────────────────────────────────────────┘

　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　└──────────────←レファレンスサービス←────────────────┘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　 情報の入手 ←────────← 購入・図書館・ＩＬＬ ←───────────────┘


4)情報探索行動
a)情報獲得方法
　a)環境モニタリング：危険や好機の兆候を読み取るため常に周囲の状況に注意を払う

　b)情報との遭遇：過去のニーズ，潜在的なニーズ，友人のニーズにより情報に出合う

　c)情報問題解決：問題の解決を目的として情報を探す

b)情報問題解決プロセス：プロセスの過程で知識構造が変化してニーズも変化する

　第一段階)課題の設定：情報問題解決の目的と情報ニーズを明らかにする

　第二段階)情報探索戦略：課題に適した情報を得るための選択肢を確認する

　第三段階)情報源にあたる：情報源を探し出し，それにアクセスする

　第四段階)情報の獲得：情報源から情報を獲得する

　第五段階)情報の統合：さまざまな情報源から獲得した情報をまとめる

　第六段階)評価：プロセスと成果を評価する

【三輪眞木子. 情報検索のスキル：未知の問題をどう解くか. 中央公論新社（中公新書），2003, p.15-30,58-73】

5)Webページの評価

a)制作者

・制作者の存在が明示されている(制作者の解説，オフィスの写真，加盟会員リストなど)

・制作者が誠実で信頼できる(信頼できるサイトからリンクされている)

・制作者にコンタクトできる(住所，電話，FAX，メール，地図)
b)内容

・情報の内容が正確である(個々のページのタイトルが適切，情報の出典を明示)

・情報発信者と提供されているコンテンツやサービスに専門性がある

・定期的に更新されている

・小さな誤りがない(正しい日本語，誤字・リンク切れがない)

・量が豊富(他のサイトへのリンクが充実)
c)デザイン・操作性　
　例：CiNii(サイニイ)<http://ci.nii.ac.jp/>の新旧比較を<http://www.archive.org/index.html>で

・デザインがよい(見やすい，テーマが明確)

・使いやすく便利である(ページ内のテーマが統一)

・宣伝的な要素に節度がある
【長谷川豊祐. "ネットワーク系電子資料". 日本図書館協会図書館ハンドブック編集委員会. 図書館ハンドブック. 第6版. 2005.5, p.253-259.】

6)Wikipedia(ウィキペディア)の評価

ウィキペディア，信頼度は？引用を禁じる動き. 朝日新聞. 2007年9月4日, p.29. 
　静岡新聞の論説で，宮沢喜一元首相の北方領土交渉に関するエピソードが，ウィキペディアから出典を示さず引用され，静岡新聞は「取材の参考にするのは構わないが，記事を書く際の出典として使うべきではない」とした。創始者のウェールズ氏は「頼るのではなく，情報のとっかかりに」としている。
６－２．図書館相互利用

　探している図書や雑誌論文を図書館で所蔵していない場合は，登録している図書館を通じて，他の図書館からILL(Iinterlibrary Loan：図書館相互貸借)によってコピーした資料を入手したり，一般公開している図書館に出かけて資料を閲覧することもできます。

　ILLには，図書を図書館間で貸借し，借り受け館の館内で閲覧する「現物貸借」と，雑誌論文や図書の一部分のコピーを郵送する「文献複写」の２種類があります。公共図書館では「現物貸借」が一般的で「文献複写」サービスはほとんど行われていません。大学図書館では「文献複写」が大量ですが，「現物貸借」も一般的に行われています。

　ILLによる文献入手は，文献複写の依頼を受け付ける図書館にとっては学外者へのサービスになります。登録している図書館よりも1枚当たりの複写料金は高く設定されています。郵送料も負担しなければならないので，金銭的な負担は覚悟しなければなりません。登録している図書館で文献複写の申込を行ってから約１週間で文献が入手できます。

　国立国会図書館による登録利用者(個人)への郵送複写サービスが平成15年1月7日から開始されました<http://www.ndl.go.jp/jp/information/guide.html>。来館することなく，NDL-OPAC(国立国会図書館蔵書検索・申込システム)によって，満18歳以上の個人が自宅や職場からインターネットにより複写を申し込むことができるサービスです。大学を卒業した後も，国立国会図書館を遠隔地から利用できることになります。これまでの図書館間で行うILLの形態と比較すると，いかに画期的なサービスであるか理解できます。

[image: image3.jpg]



【図：利用者登録証　　　　遠隔複写で送付されたコピーと郵便振込みによる送金の控え】

	(1) Google で"エクセル 印刷結果 画面 セル はみ出す"などで検索

(2)「エクセルの“謎”」 その4 印刷結果が画面と違う！ バグ？仕様？　セルをはみ出す“気まぐれ”な文字たち. 日経PC21　2003年3月号　<http://ec.nikkeibp.co.jp/mokuji/p21129.html>
(3) NDL-OPACの雑誌記事索引では採録対象外であるが所蔵はしているので，遠隔複写で申し込み可能。


　登録している図書館では文献複写依頼をメール等で受け付ける館もありますが，図書館員の処理を経ないで申込がなされるため日数の短縮になります。文献入手に要する日にちは，試してみた経験から約１週間程度です。通常はいくつかの図書館に分散して依頼しなければならない複数の文献も，膨大な蔵書を有する国立国会図書館には一括して申し込むことができます。料金は，図書館を通じてILLで他の大学図書館に依頼するよりは割高になる場合もあり，料金の支払を郵便振替や銀行振込によって自分で行わなければなりません。個人で自宅から依頼でき，文献が自宅に届くという利便性から，料金や支払の手間はNDL-OPACを利用する大きな障害にはならないと思われます。

	· NDL-OPAC　<http://opac.ndl.go.jp/>　国立国会図書館の蔵書検索・申込システムです。蔵書検索，雑誌記事検索，文献の申込が一体化しています。登録利用者のIDとパスワードでアクセスすれば，検索結果画面からそのまま図書の一部分や雑誌論文の複写を申し込めます。これまでは商業ベースで有料で提供されていた雑誌記事索引は1948年以降の和雑誌の記事が無料で検索できます。文献申込サービスを利用するには，最初に「登録利用者制度のご案内」から利用者登録が必要です。氏名・住所・年齢（生年月日）確認のために住民票や保険証のコピーなどが必要ですが，郵送での申請ができるので手続きは簡単です。登録は無料です。是非，個人で登録しておきたいサービスです。


　遠隔複写については国立国会図書館月報に報告が載っている。「インターネット時代の科学技術情報サービス―関西館開館後の遠隔複写をめぐって―. 国立国会図書館月報. 518号（2004年5月）」 <http://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/back.html>　個人利用が，H13年度は全85,000件のうち20％，H15年度は全210,000件のうち60％と，急激に増加している。全件数の伸びのほぼ全てが個人利用で，大学・公共・専門図書館の伸びはごくわずか。

６－３．インターネットとレファレンス

1)レファレンス事例集

　こうした外部の図書館へのレファレンス質問は，登録している図書館で相談して回答が得られなかった場合にその図書館を通じて申し込む手順が基本になっています。しかし，インターネットの普及に伴い，個人単位で様々な図書館に直接申し込む方式が発達していくのかもしれない。レファレンス質問の蓄積もされているので，こちらも活用できます。

	· レファレンス協同データベース <http://crd.ndl.go.jp/jp/public/>

· 東京都立図書館レファレンス事例100 <http://www.library.metro.tokyo.jp/16/16500.html>
· 市川市立図書館レファレンス事例集<http://www.city.ichikawa.lg.jp/library/info/1029.html>


2)演習：雑誌記事検索サイトにおける情報の提供範囲

　NDL-OPAC <http://opac.ndl.go.jp/index.html>

　CiNii(サイニイ) <http://ci.nii.ac.jp/>

　Google Scholar <http://scholar.google.co.jp/>
　JAIRO : Japanese Institutional Repositories Online <http://jairo.nii.ac.jp/>

	
	書誌データ
	抄録
	全文
	被引用関係(注)

	NDL-OPAC
	あり
	なし
	なし
	なし

	CiNii(サイニイ)
	あり
	一部あり
	一部あり
	有料

	Google Scholar
	あり
	一部あり
	一部あり
	あり


　　注　引用関係：　論文Ａ(1980年)　論文Ｂ(1990年)　論文Ｃ(2000年)　┐

　　　　　　　　　　　↑　　　　　　│　│　　　　　　　↑　　　　　│

　　　　　　　　　　　└─引用関係─┘　└─被引用関係─┘　　　　　│　芋づる式

　　　　　　　　　　古い論文が見つかる　　新しい論文が見つかる　　　│　(蔓の認識)

　　　　　　　　　　Ｂの元になったＡ　　　Ｂが展開したＣ　　　　　　┘

レファレンスサービスと図書館についてさらに学ぶには

●図書館について

· 未来をつくる図書館 : ニューヨークからの報告 / 菅谷明子著. - 東京 : 岩波書店 , 2003.9. - (岩波新書 ; 新赤版 837).
· サンフランシスコ公共図書館 : 限りない挑戦 / 悦子・ウィルソン著 ; 小川俊彦編. - 東京 : 日本図書館協会 , 1995.12.
●レファレンスサービスについて

· 図書館のプロが教える「調べるコツ」: 誰でも使えるレファレンス・サービス事例集 / 浅野高史, かながわレファレンス探検隊著. - 東京 : 柏書房 , 2006.9.
· 図書館に訊け! / 井上真琴著. - 東京 : 筑摩書房 , 2004.8. - (ちくま新書 ; 486).
· ある図書館相談係の日記 : 都立中央図書館相談係の記録 / 大串夏身著. - 東京 : 日外アソシエーツ. - 東京 : 紀伊国屋書店 (発売) , 1994.3. - (日外教養選書).
· レファレンス協同データベース事業調べ方マニュアルデータ集 : データと解説 / 国立国会図書館関西館編. - 東京 : 日本図書館協会 , 2007.7.
●インターネットについて

· インターネット時代の学校図書館 : 司書・司書教諭のための「情報」入門 / 堀川照代, 中村百合子編著 ; 芳鐘冬樹 [ほか] 著. - 東京 : 東京電機大学出版局 , 2003.2.
演習資料＆参考資料

	演習１．辞典・事典・ハンドブックの比較


	Ａ．「図書館」について，広辞苑の記述


(0-1) 広辞苑. 初版. 岩波書店, 1955.　？語
と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館]図書・記録その他の資料を蒐集保管し，公衆の閲覧に供する機関。現在我国には，国立国会図書館の外，図書館法による地方公共団体の公立図書館，公益法人の私立図書館，学校付属の図書館などがある。図書館関係の人々の間で，「図書館」をあらわす文字として「[image: image4.bmp]」が用いられている。

(0-2) 広辞苑. 第2版(1969)補訂版. 岩波書店, 1976.　約20万語

と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。初めズショカン)図書・記録その他の資料を集め保管し，公衆に閲覧させる施設。旧訳，書籍館(しょじゃくかん)。

(0-3) 広辞苑. 第3版. 岩波書店, 1983.　約20万語

と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。それまでズショカンといった)図書・記録その他の資料を集め保管し，これを必要とする人に閲覧させる施設。旧訳，書籍館(しょじゃくかん)。

(0-4) 広辞苑. 第4版. 岩波書店, 1991.　約22万語　1987年にCD-ROM版が刊行

と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。それまでズショカンといった)図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し，必要とする人の利用に供する施設。旧訳，書籍館(しょじゃくかん)。

(0-5) 広辞苑. 第5版. 岩波書店, 1998.　約23万語

と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。それまでズショカンといった)図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し，必要とする人の利用に供する施設。旧訳，書籍館しょじゃくかん。

(0-6) 広辞苑. 第6版. 岩波書店, 2008.　約23万語 

と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。それまでズショカンといった)図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し，必要とする人の利用に供する施設。旧訳，書籍館しょじゃくかん。木下杢太郎，医師ドオバンの首「生前所蔵せる浩翰なる書籍を王室の － に寄贈致す」

　　－-かん-がく クワン・・[図書館学]図書館の機能・運営・歴史などを研究対象とする学問。第6版より新設。[木下, 杢太郎(1885-1945) <キノシタ, モクタロウ>。「医師ドオバンの首」は，明治45(1912)年6月発行の『和泉屋染物店』に収録]

	Ｂ．「図書館」について，１２種類のレファレンス資料からの記述


(1) 日本国語大辞典. 第2版. 小学館, 2000-2003.　500,000項目

としょ-かん ･･クヮン【図書館】〔名〕図書や記録などを集め，保管し，公衆に閲覧させる施設。設立主体によって公共図書館・国立図書館・専門図書館・大学図書館・学校図書館などに分類される。ずしょかん。＊落葉(1889-90)<内田魯庵>「又曾て英国某図書館(トショクヮン)の統計を見しに最多人の借読するは則ちアラビヤン物語なりき」＊妄想（1911)<森鷗外>「遠く足を運ばずに大学の図書館(トショクヮン)に行けば大抵間に合ふ」語誌(1)幕末明治初期には，「文庫」「書院」「書庫」「書物庫」「書室」「便覧所(安中藩)」などの語が見える。明治10年(1877)代には，「書籍館(しょじゃくかん)」と呼ぶのが普通で，「図書館」が用いられるようになるのは明治20年代以降。(2)当初，読みは「ずしょかん」「としょかん」の二通りがあり，もっぱら「としょかん」というようになるのは大正(1912～)以後。発音 <標ア>ショ <京ア> ショ　　辞書言海 表記図書館(言)

	　日本国語大辞典. 第2版. 小学館, 2000-2003.　の凡例

　　　見出し語の -(ハイフン)：結合箇所

　　　＊：語釈の後に用例文

　　　語誌：語の由来，語形の変化，用法の変化など

　　　発音：発音に関する注記。<標ア>は標準的なアクセントを示し，四角の中のカタカナはその音節が高いことを示す。 <京ア>は現代京都におけるアクセントを示し，丸の中が高い。

　　　辞書：平安中期から明治中期までの辞書に記載がある場合に略称を示す。言海は大槻文彦著の明治24年に刊行された初版を示す。

　　　表記：前項の辞書に挙げられている漢字表記を典拠の略号とともに示す。




(2) 明治書院 精選 国語辞典. 新訂版. 明治書院, 1998.　50,000語
としょ【図書】

　　(図書館の項目はなく，図書目録[蔵書名を順序立てて書き並べたもの]がある。)

(3) 岩波 国語辞典. 第6版. 岩波書店, 2000.　57,000語
としょ【図書】

　　－かん【－館】図書・記録などの資料を集め，整理・保管して閲覧させる文化施設。

(4) 明鏡 国語辞典. 携帯版. 大修館書店, 2003.　70,000項目

としょ-かん【図書館】－クワン〔名〕図書・記録その他の資料や情報を集めて整理・保管し，広く一般の利用に供するための施設。

(5) 集英社 国語辞典. 第2版. 集英社, 2000.　94,000項目
としょ【図書】

　　－館 かん ショ 図書・記録文書・ビデオ・映画フィルムなどの視聴覚資料を集めて整理，保管し，利用者の閲覧・貸し出しに応ずる施設。ライブラリー。

(6) 新編 大言海. 冨山房, 1982.　100,000語　(個性豊かな読む辞書として定評がある)
と-しョ-かん　(名)   圖書館又，書籍館。多クノ圖書ヲ集メ置キテ，一般ノ人ノ覧ルニ供スル所。

角川 国語大辞典. 再版. 角川書店, 1985.　155,000語
としょ-かん ･･くわん【図書館】ト┌ショ┐カン 普通の図書をはじめ，古文書・新聞・フィルムなどを収集・整理・保管し，多くの人の利用に供する文化施設。
(7) 広辞林. 第6版. 三省堂, 1987.　160,000語
と-しょ[図書]　

　　－かん くわん[－館] 多くの図書を集めて保管し閲覧させる施設。公衆のためのものと，(学校付属など)特定の人のためのものとある。
(8) 講談社 カラー版 日本語大辞典. 講談社, 1989.　175,000語

としょ-かん[図書館]本・雑誌・フィルムやその他の資料を集めて保管し，公衆に見せたり貸し出したりする施設。その建物。ライブラリー。Library

(9) 講談社 カラー版 日本語大辞典. 第二版. 講談社, 1995.　200,000語

としょ-かん[図書館]本・雑誌・フィルムやその他の資料を集めて保管し，公衆に見せたり貸し出したりする施設。その建物。ライブラリー。Library

(10) 広辞苑. 第5版. 岩波書店, 1998.　230,000語
と-しょ[図書]　

　　－-かん クワン[図書館](library)(明治中期の訳語。それまではズショカンといった)図書・記録その他の資料を収集・整理・保管し，必要とする人の利用に供する施設。旧訳，書籍館しょじゃくかん。

(11) 国語大辞典. 小学館, 1981.　245,800項目

としょ-かん ･･クヮン【図書館】図書や記録などを集め，保管し，公衆に閲覧させる施設。公共図書館・国立図書館・専門図書館・大学図書館・学校図書館などに分類される。

(12) http://dictionary.goo.ne.jp/
図書・記録やその他の資料・情報を収集・整理・保存して利用に供する施設。国立国会図書館・公共図書館・専門図書館・学校図書館などがある。〔明治中期まで「ずしょかん」と言った〕

	演習２．レファレンス資料の解題：レファレンス資料を一つ選んで解題を作成しなさい


	Ａ．事実解説型レファレンス資料の記述事例


【資料タイプ】

事実解説型、事典

【書誌事項】　【書名、著者名、出版者、出版年、ページ数】

図説江戸料理事典 / 松下幸子. - 東京:柏書房, 1996. - 444p; 20cm. ISBN 4-7601-1243-X

【主題】

江戸時代の料理や料理用語、料理法。

【種類】

専門事典

【範囲】　【主題、時代、年代、収録数などの収録範囲】

江戸時代の料理書で、料理法の記述のある料理書に掲載されているもの。

【本文】　【内容、長さ、詳しさ、平易[heii]さなどの記載項目】

「めし類」「すし類」「めん類」など14項目に分け、料理についての解説と料理法を説明している。料理書その他の文献から、料理および食生活に関する図を選んで本文に添えてある.さらに江戸時代の魚･鳥･野菜、料理用語を加えて解説している。

【構成】　【構成・配列：音順、体系順など】

本文と4種類の付録、索引から構成される。本文は16項目の料理とその解説、関連の図絵など。付録は「江戸時代の諸国名物(魚介類とその加工品)」「出典解題」などがある。索引は料理名の50音順、見出し項目となっているものは太字で示している。

【索引】　【その有無、所在、言語・種類、配列など項目へのアプローチ】

目次で料理種別を、詳細目次で種別事の料理名を知ることができる。さらに50音順索引から掲載ページを検索できる。

【項目の記述】

見出しは仮名で、漢字が添えてある。その料理を作ることができるような解説が述べられ、出典が挙げられている。さらに出典からの料理法の原文(翻刻)を付してある。食材や料理、手順の説明に使われている語句にはふりがながある。関連する図や絵も掲載している。

【用途･印象・対象】

現在でも作られる料理の起源や、江戸時代の料理法が詳しくわかる。文学作品や演劇に現れる料理の実際がわかる。図や絵で実際の料理手順や食材の製造法も説明されているので有用である。

[以上、「改訂レファレンスサービス演習」 p.157-158]

　　

	Ｂ．案内指示型レファレンス資料の記述事例


【資料タイプ】

案内指示型、書誌

【書誌的事項】

事典映画の図書. 辻恭平. 凱風社, 1989.12, 526p
【テーマ】

映画に関する図書や冊子・雑誌のリスト。

【範囲】

国内発行物で、刊行年が1897-1985年(明治30年-昭和60年)のもの。

【採録方法】

著者が直接原本から採録している。

【構成】

本文(リスト)(1-406p)、付録(407-426p)、索引(427-525p)。

【目録の部の排列】

映画と映画図書の実情に合わせた、著者独自の分類順。分類項目は目次に示してある。

【索引の種類】

書名索引、シリーズ名索引、著者索引。

【検索の手がかり】

目次により分類項目を確認し、テーマ(主題)から探すことができるが、キーワード索引はない。書名などがわかっている場合は索引が利用できる。

【記述】

「書誌的事項」「内容(目次など)」「取材源」が記録されている。「書誌的事項」は日本目録規則・新版予備版に準拠し、それより詳しく記録している。「内容」は目次の記載内容のほか、著者の判断により、詳しい内容あるいは説明が加えられている。「取材源」は収録している図書などを直接閲覧した図書館・施設・機関を略号で示している。それらの正式名称は凡例に記載してある。

【見出しなど】

項目見出しは記号と大きい字を、書名は太字を使い、見やすい。各項上方内側は中分類項目名、外側は小分類項目名をつけて検索しやすくしている。

【用途・印象】

映画に関する資料が一覧でき、検索できる。各資料の「内容」が貴重で、書かれている内容が把握できる点が有効である。また、「主観的な説明」も豊富で、”読む書誌”になっている。「取材源」が示されているのは、記載されている資料を利用したい場合に所蔵先がわかって便利である。

[以上、改訂レファレンスサービス演習 p.161-162]

	Ｃ．電子メディアの記述事例


【資料タイプ】

電子メディア、Ｗｅｂサイト、案内指示型、書誌の書誌

【製作に関する要素】

Dnavi 国立国会図書館　http://dnavi.ndl.go.jp/
【収録内容と範囲】

国内に置かれるウェブサイト上で公開されているデータベースを選択的に収録。平成14年11月の公開時点での収録数は約5,000件で、平成17年8月25日現在8,963件。

【検索手段】

キーワードによる検索とＮＤＣによるテーマ別のブラウジング。館蔵品・所蔵品の一覧を表示。項目を指定し、論理演算も可能な詳細検索も提供。

【出力形式】

一覧表示では、タイトル、作成者、公開者、公開日、ＵＲＬ、内容を表示。詳細表示では、タイトル、作成者、公開者、内容、ＵＲＬ、ＮＤＣ、公開日、ＮＤＬ資源タイプの８項目を表示。タイトル、作成者、公開者、公開で並べ替え。

【利用法・操作性】

ヘルプ<http://dnavi.ndl.go.jp/netnv/Dnavi_Help.html>、事業紹介<http://dnavi.ndl.go.jp/netnv/Dnavi_Intro.html>により、ＤＢの概要と操作方法を知ることが出来る。

【特徴の要約】

ウェブ上の各種ＤＢへのリンクを提供するゲートウェイ・サービス。著名なインターネット上のDBの収録率は高く、質量ともに充実している。

	演習３．インターネット演習：データベース比較におけるキーワード例


	No
	テーマ１
	テーマ２
	テーマ３
	
	
	

	1
	ヒトゲノム
	シリコンバレー
	忍術
	
	
	

	2
	深層水
	TLO
	スノーボード
	
	
	

	3
	算数パズル
	カルロス・ゴーン
	ソフトボール
	
	
	

	4
	自然農法
	ＳＣＭ
	サッカー
	
	
	

	5
	活断層
	人材ビジネス
	ゴルフ
	
	
	

	6
	遺伝子組み換え
	ケーブルテレビ
	空手
	
	
	

	7
	ノーベル賞
	凸版印刷
	野球
	
	
	

	8
	ＤＶＤ
	ユニクロ
	プロレス
	
	
	

	9
	残留農薬
	諸葛孔明
	登山
	
	
	

	10
	環境ホルモン
	四柱推命
	ロッククライミング
	
	
	

	11
	新幹線のぞみ
	養生訓
	ボクシング
	
	
	

	12
	太陽電池
	記号論理学
	釣り
	
	
	

	13
	自動車整備士
	純粋理性批判
	乗馬
	
	
	

	14
	ＩＳＯ９０００
	ＫＪ法
	スキー
	
	
	

	15
	オフセット印刷
	世界人権宣言
	水上スキー
	
	
	

	16
	エルニーニョ
	死海文書
	相撲
	
	
	

	17
	プルサーマル
	PFI
	フィギュアスケート
	
	
	

	18
	気象予報士
	過食症と拒食症
	チベット体操
	
	
	

	19
	光触媒
	笑い、笑顔
	少林寺拳法
	
	
	

	20
	プラスチック
	青い鳥症候群
	卓球
	
	
	

	21
	水質浄化
	家庭内暴力
	水泳
	
	
	

	22
	燃料電池
	摂食障害
	ヨーガ
	
	
	

	23
	機能性食品
	ＳＰＳＳ
	太極拳
	
	
	

	24
	バイオセンサ
	臨床心理士
	ラグビー
	
	
	

	25
	ビル管理士
	ひきこもり
	弓道
	
	
	

	26
	バリアフリー
	クリスマス
	テニス
	
	
	

	27
	茶室
	ローマ教皇
	バトミントン
	
	
	

	28
	環境アセスメント
	歎異抄
	スカッシュ
	
	
	

	29
	免震構造
	ドルフィン・ヒーリング
	ボーリング
	
	
	

	30
	シックハウス
	十牛図
	砲丸投げ
	
	
	

	31
	宗教建築
	島原半島
	やり投げ
	
	
	

	32
	古民家
	ひろさちや
	走り高跳び
	
	
	

	33
	左官
	ダライ・ラマ
	剣道
	
	
	

	34
	風水
	前方後円墳
	アーチェリー
	
	
	

	35
	カラーコーディネーター
	正倉院文書
	アメフト
	
	
	

	36
	花粉症
	アーネスト・サトウ
	カヌー
	
	
	

	37
	在宅看護
	大森貝塚
	ゲートボール
	
	
	

	38
	ＥＢＭ
	北前船
	ドッジボール
	
	
	

	39
	肥満細胞
	サンタクロース
	トライアスロン
	
	
	

	40
	炭疽菌
	世界の七不思議
	バスケットボール
	
	
	

	41
	音楽療法
	七福神
	バレーボール
	
	
	

	42
	管理栄養士
	有職故実
	ハンドボール
	
	
	

	43
	知的財産権
	学習指導要領
	ホッケー
	
	
	

	44
	法科大学院構想
	大学改革
	綱引き
	
	
	

	45
	サラ金
	日本の学制
	スキューバダイビング
	
	
	

	46
	民事再生法
	朝の読書運動
	セーリング
	
	
	

	47
	電子署名
	総合的学習の時間
	スケート
	
	
	

	48
	社会保険労務士
	ＰＴＡ
	フェンシング
	
	
	

	49
	確定拠出年金法
	大学編入・転部
	ライフセービング
	
	
	

	50
	独占禁止法
	調理実習
	ラクロス
	
	
	

	51
	酒税法
	都立高校の統廃合
	ヨット
	
	
	

	52
	消費者物価指数
	アンパンマン
	サーフィン
	
	
	

	53
	デリバティブ
	佐伯胖
	飛び込み
	
	
	

	54
	不良債権処理
	＊職場について
	水球
	
	
	

	55
	為替レート
	＊勤務先の市町村
	ローラースケート
	
	
	

	56
	年金アドバイザー
	＊旅行先
	ボブスレー
	
	
	

	57
	日本統計年鑑
	＊好きな食べ物
	マラソン
	
	
	

	58
	郵政民営化
	＊学校
	競歩
	
	
	

	59
	コンビニ
	＊趣味
	リュージュ
	
	
	

	60
	マクドナルド
	＊好きな作家
	合気道
	
	
	


参考１．NDL-OPAC(国立国会図書館蔵書検索・申込システム)の使い方
<http://members3.jcom.home.ne.jp/toyohiroh/url/ndl-opac.html>

１・検索と登録 
　図書・雑誌、雑誌論文の検索　　<http://opac.ndl.go.jp/index.html>　 
　登録すれば、検索した図書や雑誌論文をコピーで自宅に取り寄せ可能　　　<http://www.ndl.go.jp/jp/information/guide.html>

	国立国会図書館月報 518号（2004年5月） 
　インターネット時代の科学技術情報サービス―関西館開館後の遠隔複写をめぐって― 
　＝主題情報部科学技術・経済課、 関西館資料部文献提供課　p.9-15
　http://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/pdf/geppo0405.pdf 
　個人での利用が6割を超えた。 
国立国会図書館月報 512号（2003年11月） 
　開館１年を迎えた関西館　所蔵資料と利用の概況　＝関西館資料部


・検索・表示方法

　検索件数，絞込み：年代，ファイル，雑誌分類

・収録対象誌

・収録件数：記事の採録基準

　　例えば，以下のような２ページの記事は採録されないので，検索できない。

　　　湊周二. 外国雑誌の差別価格をめぐって－－輸入代理店の立場から.

　　　図書館雑誌. Vol.84, No.7, p.440-441 (1990.7)

２．雑誌論文検索の概要 
· 検索の手引き、申込の手引き：DBの概要から検索語における記号の扱いまで　　　<http://opac.ndl.go.jp/html/help/internet/ohelp.html> 
· 雑誌記事索引採録誌一覧：検索できる雑誌の種類 　　　<http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_index.html> 
· 雑誌記事索引採録誌選定基準・記事採録基準　<http://www.ndl.go.jp/jp/data/sakuin/sakuin_select.html> 
· 「採録誌に掲載された記事のうち、記事の分量に関わらず3ページ以上にわたる記事で、2に該当しないものを採録する。」など 
· 操作方法 　　　<http://opac.ndl.go.jp/html/help/internet/ohelp.html> 
· NDLの提供する目録や書誌(児童書、インターネット上のDBなど) 　　　<http://www.ndl.go.jp/jp/data/opac.html> 

３．タイトル、著者などの文字系の検索 
　完全一致：「／図書館／」→「図書館」という資料だけがヒット。 
　前方一致：「／図書館」→「図書館」「図書館の歴史」「図書館学概論」などがヒット。 
　後方一致：「図書館／」→「図書館」「日本の図書館」「電子図書館」などがヒット。 
　フレーズ：「"library work"」→「the library work」などがヒット。「work in library」などはヒットせず。 

４．分類などのコード系の検索 
　完全一致：「ZA1」→「ZA1」のみヒット。「ZA11」などはヒットせず。 
　前方一致：「／ZA1」→「ZA1」「ZA11」などがヒット。 
　後方一致：「11／」→「ZA11」「ZU11」などがヒット。 
　中間一致：「*19*」→「ZA19」「ZA192」などがヒット。 
５．雑誌分類と記事分類 
	
	～1983年
	1984～1995年
	1996～2000年
	2001年～

	雑誌分類
	○
	○
	○
	○

	記事分類
	○
	○
	×
	×


１）雑誌分類（雑誌記事索引） 
　「国立国会図書館分類表(NDLC分類)」の逐次刊行物〔分類目録用〕に従って、記事が掲載されている雑誌に付与された分類記号。 
　図書館関係の雑誌に載った東京大学に関する記事の検索などに有効。
　例：「雑誌分類」に「／ZU」をいれて、「論題名」に「東京大学」。
	ZA 政治・法律・行政 
ZD 経済 
ZE 社会・労働 
ZF 教育 
ZG 歴史・地理 
ZH 哲学・宗教 
ZK 芸術、言語・文学
	ZM 科学技術一般、数学、宇宙科学、物理学、地球科学
ZN 工学：建設、機械、運輸、電気、原子力 
ZP 工学：化学、繊維、食品、金属、印刷 
ZR 生物学、農林水産 
ZS 人類学、心理学、医学、薬学 
ZS44 歯科学・口腔外科学
	ZU 書誌・図書館 
ZV 一般学術誌 
ZW 一般誌 
ZY 児童誌 



　詳細：<http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/ndl_ndlc.html>
　　　　　→<http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/z.pdf> 
２）記事分類（雑誌記事索引） 
　その記事に付与された分類記号。 
　1975～1995年作成分だけに付与されているため、有効性には難がある。 

	人文社会編(1)
A00:政治・行政
B00:法律・司法
C00:経済・経営
D00:産業
E00:社会・労働
F00:教育・スポーツ
G00:歴史・地理
H00:哲学・心理学・宗教
J00:芸術・芸能
K00:文学・語学
	科学技術編
M000:科学技術
MA0:数学
MB0:宇宙科学
MC00:物理学
ME00:地球科学
NA00:建設工学
NB00:機械工学
NC00:運輸工学
ND00:電気工学
NG0:原子力工学
	PA00:化学・化学工業
PB0:繊維工学
PC0:食品工学
PD00:金属工学・鉱山工学
PE0:印写工学
PS0:その他の工学
RA00:生物学
RB00:農林水産学
SA0:人類学
SB0:心理学
SC000:医学
SD0:薬学
	人文社会編(2)
U00:学術・文化
U11:学術・学術体制
U13:人文・社会科学
U15:自然科学・技術
U21:図書館・ドキュメンテーション・博物館
U26:読書
U31:図書・雑誌


　詳細：<http://opac.ndl.go.jp/help/internet/zsk.html> 
参考２．論文執筆のツール

◇ブクログ <http://booklog.jp/users/toyohiroh>

　「ブクログ」では，インターネット上に自分の本棚をつくって公開し，自分と共通の関心を有する人たちと本棚を「共有」できる。

　個人専用本棚「Bookboard.jp」<http://www.bookboard.jp/index.php>もある。

◇パソコン：デスクトップ，タスクバー

　複数のアプリケーションを並行して使う。Webサイトを参照しながら，文書を書き,グラフや図形を貼り付けてレポートを作成。画面下部のタスクバーでデスクトップの全体を管理。
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◇ワード：ツールバー，書式設定，アウトライン

　文書作成を支援する仕組みが用意されている。効率的な入力方法，構成の並べ替えなど。

◇エクセル：図形描画，グラフ，ピポットテーブル

◇zotero <http://www.zotero.org/>

　インターネットでの情報収集を支援する。zotero は，アルバニア語の獲得するに由来。

◇CaptureXP <http://www.vector.co.jp/soft/win95/art/se039405.html>

　パソコンに表示されている画面を切り取るためのツール，Windows 7 には付随。

◇JTrim <http://www.vector.co.jp/soft/win95/art/se108932.html>

　画像編集，ファイル形式変換のためのツール

◇Freemind <http://www.freemind-club.com/>

　知識やアイデアを図式化するマインドマップを作成するツール

◇iGoogle <http://www.google.co.jp/ig>

　Webのコンテンツを追加して，自分仕様にGoogleをカスタマイズし，blogも閲覧できる。登録が必要だが，どこでも利用可能。Gmailなどのフリーメールも同様。

参考３．参考文献の書き方

◇SIST 02　参照文献の書き方 <http://sist-jst.jp/handbook/sist02_2007/sist02.htm>

　雑誌の記事

西潔, 石原和弘. 火山地域における震源計算についての提案. 火山. 2003, vol. 48, no. 5, p. 407-413.

　図書1冊

照明学会編. 照明ハンドブック. 第2版, オーム社, 2003, 573p.

　図書の1章，または一部

鵜飼保雄. “遺伝率の相対性”. 量的形質の遺伝解析. 医学出版, 2002, p. 109-110.

　ウェブサイト　(「J-STORE」に掲載された記事)

坂本和夫編. “パルスレーザーアブレーションにおけるドロップレットフリー薄膜の作製技術”. J-STORE. 2005-11-01. http://jstore.jst.go.jp/cgi-bin/techeye/detail.cgi?techeye_id=32, (参照 2006-06-23).
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